










































































『一般社団法人日本女性薬剤師会50年史 : 2017 』
日本女性薬剤師会 2017
日本女性薬剤師会は、医療業界の中でも女性比率が高い薬剤
師の全国組織として、1966年に発足しました。女性の社会進出や
薬剤師の地位向上を目的とし、どのような活動を行ってきたかが
分かる一冊です。
女性が医学教育を受け、医師・医学研究者となることに
チャレンジした女性たちを取り上げ、女子医学教育の歴
史を知り、女性医師・研究者の活躍とこれからの課題解
決について考えます。
今回は、企画展示に合わせて、医師、歯科医師、
助産師、看護師、薬剤師、研究者など医療分野で
働く女性の仕事や働き方に関する本を紹介しま
す！
～チャレンジした女性たち～
楠本イネ（1827-1903）
荻野吟子（1851-1913）
生沢クノ（1864-1945）
公許女医第２号
高橋瑞子（1852-1927）
公許女医第３号
吉岡彌生（1871-1059）
公許女医第27号
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A. 職業別に男女比をグラフで見てみましょう。
医師、歯科医師には女性が少ないこと、看護師には男
性が少ないことが分かります。
Q.医療分野で働く女性の割合は
どのくらい？
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（医師・歯科医師・薬剤師） 平成30年医師・歯科医師・薬剤師統計よりグラフ作成
（看護師） 平成30年衛生行政報告例（就業医療関係）よりグラフ作成
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女性 男性
『サッカー日本代表帯同ドクター : 
女性スポーツドクターのパイオニアとしての軌跡 』
土肥美智子著 時事通信出版局 2019
医師の仕事・キャリアについて
知りたい！
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大学卒業後、いろいろな科で働いて自分が将来働く科を決める研
修医として働くまどかさん。勤務後も勉強して睡眠時間は4時間という
忙しさ、”男社会”で働く大変さ、初めての手術で得た感動、研修医仲
間との楽しいひとときなど、研修医として働く日々が分かりやすくコミ
カルに描かれています。
『まどか26歳、研修医やってます! :
女の子のお仕事応援コミックエッセイ 』
水谷緑著 KADOKAWA 2015
土肥さんはスポーツドクターになりたいという強い思いでキャリア
を重ね、サッカー日本代表のメディカルチームの一員として女子・
男子選手たちを支えてきました。自身のキャリアや選手の健康管
理に関する具体的なエピソードなどが書かれています。また、ス
ポーツドクターの視点から女性アスリートと無月経の問題、スポー
ツにおける性分化疾患などについても論じています。
海外留学をした女性医師たちの体験談が書かれた本です。単身で
留学をした人、家族の留学に合わせて留学した人、留学後そのまま
海外で働いている人など、さまざまなキャリアを知ることができます。
医師としての仕事やワーク・ライフ・バランスのとり方、海外医療事情
など、多岐にわたる情報が掲載されています。
『女性医師のための医学留学へのパスポート』
日米医学医療交流財団編 はる書房 2011
